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さ
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磨
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に
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方
に
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け
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以
て
嚆
矢
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し
、
爾
來
各
市
町
材
及 

縣
に
於
<
名
漸
次
此
例
に
做
ひ
^
©
制
度
を
創
設
す
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に
至
れ
6
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而
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千
九
百
五
年
に
於
け
る
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制
度
の
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立
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方
に
於
け
る
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運
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を
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進
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篇
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狀
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今
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地
方
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助
制
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方
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縣
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助
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付
し
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則
等
に
依
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交
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の
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件
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る
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し
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に
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額
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な
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目
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市
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將
別

基
金
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す
。

本
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金
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左
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如

し

|
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此
目
的
の
爲
に
續
立
<
ら
れ
农
る
資
金 

ニ
、
前
號
の
資
金
^
て
不
思
な
る
と
き
市
補
助
金 

鐵
助
金
額
は
市
參
事
會
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於
て
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を
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定
す
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三
、
此
外
基
金
は
寄
附
金
、
赠
興
、
遗
赠
等
を
受
く 

る
事
を
#

此
等
の
金
額
は
勞
働
者
及
給
料
を
受
く
る
»
人
に
支
紛 

せ
&

る
、
失
業
救
濟
金
に
對
す
る
補
肋
金
の
玄
出
及
之 
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事
^
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の
支
辨
以
外
の
目
的
に
向
て
之
を
使
用
す
る 

事
.を
#

卞
0 

,

第

.

1 {
絛

基
金
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の
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麗
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ろ
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立
す
る
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の
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#
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依
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理
せ
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各
0
1!の
任
期
«
四
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す
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命
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み
三
名
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掛
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係
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六
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麥
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で
業
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现
會
.
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d*  llom

m
e
)

上

ろ
のF

l

名
の
委
員',

伹
し
此
唞
一
名
は
傭
主
と
し
他
の
一
名
は
勞
働
者 

と
す
。

0此
密
规
會
城
傭
主
及
勞
觎
着
を
以
て
組
織
し

"

酿
港
間
の
爭
議.を
決
逛- 

す
い
他
し

〗一
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法
以
上
.
の
翦
件
亿
就
て

g

常
■
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商
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裁?l
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訴
す
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l
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業
會
議
所
ょ6
の
一
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の
委
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五
、
商
事
裁
判
所
ょ6

の
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名
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委
麗 

第

三

條

市

參

事

會

、
勞
働
組
合
、
其
他
上
述
の
三
團 

體
は
、
退
職
、
死£
若
く
«
其
他
の
原
因
に
ょ
る
缺 

員
補
充
の
方
法
を$
む
る
を
喪
す
、
市
長
若
く
は
其 

代
理
者
は.當
然
此
委
員
會
の
會
長
と
な
る
名
の
.と
す 

會
長
は
可
否
同
數
の
揚
合
に
於
て
の
み
決
定
役
®
權 

を
育
す
o

第

四

條

特

別

基

含

勞

働

者

及
»

人
組
合
に
侬6
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其
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|̂

合
員
^

與
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ら
れ
^

る
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^
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额
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る
の
方
法
に
侬6

て
失
業
に
對
す
る1

を
獎
«
す 

る
.̂
P0 .
と
す
。

第
五
條
' 

甚
金
は
龃
合
に
對
し
て
其
支
娜
へ
る
失
業
救 

，濟
金
額
に
比
例
す
る
補
助
金
を
交
付
す
る
の
ず
^

に 

侬
6

て
、
該
組
合
财
失
業
組
#
員
に
支
狒
ふ
金
額
を 

■'增
額
す
べ
し
。

失
業
救
濟
金
は
其

一

〇
〇
％
以
上
を
增
锻
せ
ら
る
、
事 

を
得
梦
、
X
該
^
®
金
は
二
組
合
員
に®
し
て
'一
ヶ
年 

間
に
六
十
日
以
上
之
を
支
給
す
る
事
を
得
梦
、
且
其
金 

額
は，一

日一

法
を
迦
過
す
る
事
を
得
次
る
令
の
と
す
。 

同
盟
_
丫
1若
く
は
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結
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に
基
く

失
業
_

に基
く

失 

業
若
く
は
肉
體
上
の
勞
働
不
能
に
®
く

失
業
に
對
して 

は
本
基
金
の
湔
肋
金
を
交
付
せ
梦
。

第
六
條
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
を
問
は

^

若

し

加

人
. 

組
合
似
其
組
合
員
に
對
し
て
救
濟
金
を
支
娜
は
次
る 

と
き
は
、
之
に■

し
y
f t
本

基

金

よ

金
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交
 

付
せ
^
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受
く
る
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利
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六
：ヶ
->
]
間
市
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つ
六
ヶ
爿fw 

其
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組
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し
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に
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第
八
條
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し

V

市
1

金
を
受
く
る
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利
を' 
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受
せ
し
め
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欲
す
る
^

者̂
若
く
は
¥
人
の
組 

合
ぬ
其
定
款
及
細
則
の
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を
提
出
し
每
月
其
支1 

に
係
る
失
業
救
濟
金
の
.ロ
數
及
金
額
を
報
告
し
且
つ 

六
ヶ
月
#U

其
貸
借
；̂

書
を
提
出
す
る
を
要
す
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第
九
條
委
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ロ
の
提
出
せ
る
報
告
の
正
否
を 

檢
査
せ
し
む
る
爲
に

一

名
の
檢
赍
員
そ
任
命
す、
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檢
査
員
は
谷
加
入
組
合.の
總
て
の
帳
簿
を
^
関
す
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の
權
利
を
有
し
、
調
蜜
の
結
果
を
委
員
會
に
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告
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る

の

義

務

を

負

ふ

'
。
，
，

委
員
會
の
總
て
の
委
員
は
此
等
の
報
告
に
於
け
る
個
入 

に

關

す

る

事

項

を

他

に

漏

拽

す

る

事

を

#

^

。

第
十
條
本
定
款
及
本
定
款
の
下
に
公
布
せ
ら
る
べ
き 

細
則
の
規
定
に
違
反
せ
る
組
合
は
卽
脖
補
助
金
の
分 

HE
に
與
る
の
權
利
を
喪
失
す。
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規
觉
以
外
の
他
の
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方
法
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蓮
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î
R

jg
を
育
す
此
の
如
き
將
別
管
理
方
法
於
定
め
ら
れ
^
る 

i

き
は
総V

の
加
入
組
合
は
該
決
定
の
通
告
後
三
ヶ
月 

以
內
'に
其
條
件
を
充̂
す
を
5?
す
0
2
5
5會
は
31
之
と
同 

一
の
條
件
の
下
に
誰
欺
を
防
止
す
る
に
必
要
な
る
一
般 

的
方
法
を
採
る
事
を#

。

■:

.
上
に
®

め
^

る
所
に
ょ6

本

補

助

ょ

-
^
除

外

せ

ら

れ

卞
 

る
阻
を
に
し
て
後
日
規
則
の
侖
岁
る
條
件
を
充
把
す
に 

至
..

o
f c

る
と
き
は
卽
脖
其
權
利
を
同
復
す
。

組
合
員
は
一
以
上
の
失
業
甚
傘
に
麋
す
る
事
を
得
ず
、 

之
に
反
す
る
と
き
は
失
業
の
場
合
に
於

y  

金
を
受 

く

る

事

を

得

^

。

第
十
.

1

條
失
業
若
に
し
て
委
員
會
の
*
供
せ
る
通
常 

勞
銀U

於
け
る
市
內
職
業
に
就
く
事
を
抠
め
る
？
の 

は
金
を
受
く
る
事
を
得

^
0

.

. 

委
員
會
は
本
規
定
を
實
行
す
る
爲
に
出
來
得
る
限

6
失 

業
.の
場
合
に
於
け
る
豫
備
!:
•
目
的
と
す
る
所
の
他
の
公

私
機
關
と
協
力
す
べ
し0
: 

' 

第
十】

一
際
：
藥
員
會
は
毎
月
失
業
の
場
合

U
.

交
付
せ
.ら

る

ベ

き

金

の

率

を

決

定

す

ベ

し

、
若
し
基
金
資 

產
狀
旣
定
の
失
業
補
助
金
を
支
給
す
る
に
不
足
な
る 

.事
を
發
見
せ■る
と
き
は
、
裘
員#

は
其
決
定
の
翌
月'

1

日
ょ
*-

o

補
助
金
を
減
額
し
若
く
は

1

滕
之
を
停
北 

す
る
旨
を
宣
言
す
る
の
權
能
を
有
す 

第
十
.一

1

一
條
甚
金
資
產
财
總

V

使
用
し
盡
さ
れ
杧
る
と.
 

き
は
何
^
に
て
1
5PS-
金
を
解
散
し
垂
員
會
は
其
業
務 

を
停
丘
す
る
名
の
と
す
。

第
十
四
條
加
入
組
合
員
に
し
て̂僞
に
依
6
<
救
濟 

金
を
®
得
せ
ん
と
せ
る
者
は
爾
後

1

ヶ
年
間
失
業
救 

助

u
_
す
る
總V

の
權
利
を
喪
失
す
。

加
入
組
合
に
於て
組
合
員
のg

僞
を
W
助
し
若
く
は
敎 

唆
せ
る
事
於
證
明
せ
ら
れ
把
る
と
き
は
該
組
合
は
一
定 

期

間
.

(
1

ヶ
年
間
を
越
過
す
る
事
を
得̂)  
■

金
を 

受
く
る
の
權
利
を
剝
奪
せ
ら
る
。

第
十
五
條
娄
員
會
は
其
第1

:

向
の
會
期
に
於
て
組
織 

■

の

細

目

.、

加

入

に

薇

す

^ .

詳
細
な
る
條
件
及
補
助
金 

.
支
拂
の
形
武
等
に
鼯
す
る
細
則
を
定
o
ベ
し
。
へ
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第
十
六
條.
委
員
會
は
每
年
市
參
事
會
に
對
し

V

其
；の

業
務
狀
.況
及
失
業
保
險
の
效
果
に
關
す
る
報
告
を
提 

出
す
ペ
しI
O

以
上
は
佛
興
に
於
け
る
.失
業
基
金1

制
度
の
織
要
を

述
べ
fc

る
^P.

の
な
.る
於
、
予

に

於

て
同
制
度
實

施
の
狀
況
に
就<
其
0 :
大
體
を
說
明
し
以
て
本
編
を
終 

ら
/ i

と
欲
す
o 

.

先
づ
.國
^

^
助
に
就
て
之
を
觀
る
に
、
中
央
政
渐
は
失 

業
基
金
補
助
の0
的
を
以
て
.千
九
苜
五
年
以
降
每
年
十 

萬
法
宛(

初
.！̂

に
腺6

十

j

萬
法)

を
支
出
し
失
業
救 

濟
金
支
狒
額
に
應
ビ
て
之
.れ
を
#

失
業
，基
金
の
間
に
分

蓝
.

金

の

稱

0

各
半
ケ
牯
期
，

蕋
金
數

g

せ
^V 、

而
し
て
補
册S

■
合
は
前
，

U

述
べ
杞
る
如
く 

每
年
布
告
を
以
て
之
をS
む
.̂
'
名

の

に

し

て

、

今

^
刺

度
«)
課
以
降
に
於.る
每
年
の
»
胁
割
合
の
變
動
を
话
せ 

ぱ
實
に
左
表.
の
如
し
。
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狀
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嚣
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設
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す
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金
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報
吿
せ
ち
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を
以
て
合
訃
を
损
げ
ず
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容 觉 発 m y i X?<

本
制
度
，に
依
る
每
年
の
國
庫
支
出
額
》
之
れ
を
ニ
等
分 

し
、
各
半
ヶ
年
期
の
間
に
各
部
分
を
使
用
す
る
名
の
な 

る
事
«

前
述
，せ
る
如
し
、
而
し
て
此
の
雨
期
間
に
於

< 

交
付
せ
ら
る
る
補
助
金
が
其
額
に
於
て
大
差
あ
る
は
實 

際
に
於
て
屢.々

認
め
ら
る
、
所
な6

と
す
、
上
表
に
於 

て
P

額
の
補
助
金
を
交
付
せ
ら
れ
^

る
は
連
合
®

金 

u

し
て
、
百
名
以
上
の
組
合
員
を
有
す
る
地
方
基
金

■之
.

れ
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げ
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而

し
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數
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し
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失

業

日
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(

救

濟

金

を

愛
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る)

？
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長
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は

表
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に
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上
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千
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八
年
現
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總
數 

ぽ
八
丸
に
し
て
、
該
年
內
に
於
る
其
組
合
員
平
均
數
汰 

約
四
萬
人
弱
を
算
せ6
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し
て
其
中
最
多
額
の
補
助 

金
を
受
け
女
る
は
五
千
名
以
上
の
紐
合
員
を

有
す
る
一一
 

大
基
金
な
る
に
反
し
、
救
濟
金
の
支
拂
を
受
げ
杧
る
失 

業
日
數
の
最
長
き
ば
却
つ
て
百
名
以
上
五
百
名
以
下
の 

小
基
金
な6

し
を
見
る
べ
し
、
千
九
百
八
年
.？
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於
て
f t

失
業
塔
數.
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S
I
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等
の
八
十
九*

金
の
支
拂
へ
る
失
業
救
濟
金
總
額
は
四

_ 

1

、
六
六
ニ
弗,/
:
:
し
て
、
基
金
は
此
金
觀を
支
出
す
る
事 

に
依
6

て
、
九
、
一
一
三0
弗
郎
ち
經
費
の
約
ー
一ニ
%
に
當 

る
補
鞴
肋
金
そ
受
け̂
る
蹕
な
6

。

更
に
職
業
別
業
務
狀
況
表
に
'依

れ

ぱ

被

保

中

最

多
 

數
を
占
む
る
名
の
は
印
刷
及
出
版
業
に
し
て
、
商
業
及 

交
通
業
等
之
れ
に
瓯
ぎ
印
刷
及
出
版
業
姐
合
は
^
方
に

於
て
失
業
に
對
し
て
最
多
數
の
金
額
を
支
出
せ
る
と
同 

滕
に
他
方
に
於
て
最
多
額
の
國
廊
補
肋
を
受
け

^

6
、

加

入

基

金

の
數
は
千
九
百
五
年
の
四
七
よ

6
千
九
百
八 

年

の

八

九

に

增

加

せ

る

？
、
此

等

基

金

の

組

合

員

數

、
救 

濟
金
を
支

拂

へ

る

失

業

日

數

等

の

增

加

は

甚

著

し

か

ら 

少

救

濟

金

支

額

は

三〗一、

ニ
三
六
九
弗
よ
6
四

1

、 

六
六
•一
一
弗
に
郎
ち
約

〗

一
割
九
分
を
增
加
し
之
に
對
應
す 

る

所

の

國

庫

補

肋

額

は

千

九

百

五

年

に

於

け

る

五

、
三 

四

四

弗

よ

ら

千

九

百

八

年

贮

於

る

丸

ヽ

ニ

三

〇
弗

に

增

. 

加
せ 
6
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次
に
地
方
補
助
金
制
度
に
就
て
觀
る
1C
先
づ
補
助
を̂
 

く
る
失
業
基
金
數
膝
千
九
百
五
年
に
於

< 

一
一
〇
、
千 

九
百
六
年
に
於
て
九
〇
を
算
せ
6

今
之
を
分
類
す
る
と 

き
は
左
の
如
し
、
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上
表
に
揭
げ
ら
、
^

杧
る
各
基
金
の
組
合
員
數
に
就
<
は 

精
確
な
る
統
計
な
き
名
、
千
九
百
五
年
規
在

®

金
中
の 

\

百
基
金
は 

一
ニ
、
五
七
五
名
の
組
合
員
を
有
し
、
千
九
百 

\

六
年
現
在
基
金
中
の
五
十
立
基
金
は
八
、
四

〇
ニ
名
の 

|

組
合
員
を
有
せ6
0 

,

\

次

に

千

九

百

五

年

乃

至

千

九
百
十
年
の
各
年
に
於
け
る 

\

縣

及

市

町

材

の

補

助

金

豫
#

lt
上

額
及
千
九
百
五
年
及 

一

千

九

百

六

年

の

兩

年

に

於

る

實

際

^

©

金
と
し
て
分
酤

\

せ

ら

れ̂

る

金

額

を

表

示

す

れ

ば

左

の

如

し

。
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備

考
(

ィ)
「

デ
ィ
ジョ
ど
市
の
十
茧
雜
金
及

「

リ
乇1
ジ
ユJ

市
の
ニ
十
六
栽
金
を
含
$

ず
0 

(
o

此
計
敷
は
正
櫳
な
ち
ざ
る
场
W

{

1

^

R依
る
。

卽
被
«

助
組
合
數
の
最
多
數-«
る
を
印
刷
及
出
版
業
と 

し
、
铺
助
金
受
領
额
の
最
多
額
な
る
《
印

刷

業

に

.1
,
て 

製
陶
業
金®
業
及
建
築
業
等
之
れ
に
次
げ
6
°

要
之
佛
國
に
於
る
失
業
基
金
1

制
度
は
從
來
諸
國1C 

行
は
れ
欠
る
各
種
の
任
意
的
失
業
保
險
中
に
於
て
最
成 

功
せ
る
名
の
と
云
ふ
ベ
く
、
殊
に
地
方

M

制
度
の
發 

達
は
頗
る
著
し
き
？
の
ぁ
6

て
、
千
八
百
九
十
七
年
に 

於
て
»•

此
の
如
きff
i
lf
t

fl
j

®

を
實
行
せ
る$

の
は
@

か 

に
ニ
市
に
しy

其
1

费
許
上
額
は
八
千
五
百
七
十
法 

に
過
ぎ
#

し
？
、
千
九
百
十
年
に
於

v

は
前
者
は
八 

臓

三

十一

市
に
及
ぴ
後
者
は+
萬

ほ

を

超

^

す

る

に

至
 

れ
6

、
.
盖
し
本
制
度
の
將
來
に
於
る
發
展
及
其
失
業
問 

題
解
決
に
對
す
る
效
巣
如
何
は
最
近
實
施
せ
ら
、れ
杧
る

\ 

:英
國
强
制
失
業
保
險
の
成
績
と
相
®
ん
や
社
會
政
策
學 

\

者
の
最
注
目
を
要
す
る
黠
な
る
べ
し
。

(

完
：

)

ノ
 

.

•

英

獨

市

政

比

較

論(

其
ノ
一)

.

:

村
田
：岩
次
郞

駿
马
ハ
ゥ£

氏
の
近
雜

「

现
代
歐
洲
市
政
論

」

を
誼
む
。
訛

〜

、 

所®

に
し
て
越
を#
忆
リ
。
乃
ち
お
亿
北
の
1

端
を
記
し
て
談 

潴
の
參
考
亿
供
せ
ん
と
す
o

蕭

の

都

市

の

行

政

組

織

は

頗

る
^

^
で
あ
る
、
.
市
會 

は
都
市
の
一
切
の
權
限
を
有
し

V

居

る

の

で

、

,

會
 

議
員
の
み
が
市
民
の
選
擧
に
係
6

、
市
長
名
、
，
司
直
の 

吏
員
名
均
し
く
市
民
が
選
擧
す
る
の
で
は
な
い
。
叉
都 

市
行
政
上
の
責
任
の
歸
著
す
る
所
を
瞹
昧
糢
糊
杧
ら
し 

む
る
行
政
諸
部
局
の
談
け
が
無
い
。
市
長
を
選
ぶ
者
は 

市
會
で
あ
る
於
、.
市
書
記
を
選
ぶ
者
名
亦
市
會
で
あ
る 

市
政
各
部
のa
事
を
指
名
す
る
者
は®
員
で
あ
つ
て
、 

之
を
確
定
す
る
潘
は
矢
張
6

市
會
で
あ
る
。1

九

〇一

一
 

年
造
は
、
地
方
の
敎
育
事
業
は
地
方
學
務
會
の
手
中
伫 

在
6

し
名
、
同
年
の
敎
育
法
は
之
を
市
會
の
手
に
務
し 

襻
務
委
員
に
依
<
地
允
敎
育
事
業
を
管
掌
す
る K

?
i
vな
つ
^

。
英

國

の

都

市

の

行

政

組

織

は

以

上

述 

ベ
把
所
に
盡
き
る
の
で
あ
つ
<

節

^

明

暸

何

人

名

經

易
 

に
了
解
す
る
こ
と
於
出
來
る
。

\

英
國
の^

3
1
は

米
國
の
市
會
ょ
ろ.？
遙
か
に
大
き
く
、

|

獨
逸Q

市
會
と
略
ぼ
同
様
で
あ
る
。
市
食
議
員
の
選
擧 

は
通
例̂

J

若
千
の
選
擧
區
に
分
割
し

V

行
為
の
で
あ 

る
が
、
小
都
市
の
中
に
は
選
擧
區
を
餿
け
岁
に
企
市
か 

\

ら
總
議021|

を
^
!3

3
^

*

る
名
の
-'名
^

る

大
^-
數
の
.大
都 

j

市
は
市
を
十
六
區
に
分
て
各
區
/P
ら
三
名
の
®
員
を
選 

\

出
す
る
！

J

と
に
な
つ'
て
居
る
、
併
し
都
市
に
依
て
»

?1 

に
多
く
の
市
會
議
員
を
選
出
す
る
。
例
べ
ば
偸
敦
府
會 

は
百
十
八
人
の
議
員
を
有
し
、

「

マ
ン
チ
"
ス
タ！ J

市
は 

I

二
人
、

「

リ
グ
ァ
ブ
ー
ル

」

市
は
百
三
十
四
人
、

「

グ
ラ
ス 

ず
ーJ

市
は
七
十
五
人
で
あ
る
。
議
員
の
任
期
は
三
年 

z

で
每
年
三
分
の
一
宛
改
邀
す
る

(

卽
ち
•毎
%
*
會
議
員 

の
選
擧
が
行
は
れ
る
譯
で
あ
る

)

0
僧

憤

外

の

ム

般

市 

民
は
市
會
議
員
に
選«
^

る
己
と
於
出
來
る
。

I

九

〇 

七
^

以

降

婦

人

？

亦

.市

會

鶴

員

^

る
t

を
#

' (

從y

市


